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一般質問問
本
年
度
、
国
か
ら
採
択
さ
れ
た

補
助
率
１
０
０
％
の
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
構
造
高
度
化
・
転
換
理
解
促
進
事

業
」
の
内
容
は

答
ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
に
向
け

た
事
業
化
可
能
性
調
査
２
件
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、ハ
ー
ド
事
業
で
は
、

市
立
御
前
崎
総
合
病
院
及
び
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
浜
岡
東
小
学
校
、
御

前
崎
小
学
校
へ
の
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル

と
蓄
電
池
の
設
置
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。問

市
の
施
設
や
事
業
で
は
、「
地

球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
き
、
27
年
度
を
基
準

年
と
し
て
、
平
成
42
年
に
は
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
40
％
削
減
と
県
に
報
告
し

て
い
る
が
、
そ
の
進
捗
状
況
は

答
市
の
施
設
や
事
業
で
は
、
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
目
標

を
、
国
の
目
標
値
と
整
合
さ
せ
、
40
％

削
減
す
る
と
い
う
長
期
の
努
力
目
標
を

掲
げ
る
と
と
も
に
、
２
０
２
１
年
度
ま

で
に
、
５
％
削
減
す
る
と
い
う
短
期
の

目
標
を
定
め
、
全
庁
的
な
取
り
組
み
と

し
て
、
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
管
理
の

徹
底
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
導
入
な
ど
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

問
こ
の
活
動
を
、
市
の
施
設
や
事

業
だ
け
で
な
く
、
県
内
14
市
１

町
の
よ
う
に
、
市
内
全
体
の
活
動
と
し

て
領
域
拡
大
す
る
意
向
は
あ
る
か

答
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 齋藤　洋

エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
高
度
化
・

　
転
換
理
解
促
進
事
業
に
つ
い
て
　
　
　

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る

　
法
律
に
つ
い
て

・・

問
以
前
か
ら
消
防
団
の
団
員
不
足

に
つ
い
て
一
般
質
問
で
問
わ
れ

て
い
た
が
、
な
か
な
か
こ
れ
と
い
っ
た

対
策
も
な
く
こ
れ
ま
で
き
た
。
今
年
度

の
各
分
団
の
構
成
人
員
を
見
て
も
３
分

団
22
名
、４
分
団
23
名
、５
分
団
19
名
、

７
分
団
17
名
、
10
分
団
25
名
と
定
員
27

名
に
満
た
な
い
分
団
が
市
内
11
分
団
の

半
数
近
い
数
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も

少
子
化
及
び
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り

団
員
の
確
保
に
は
厳
し
い
状
態
が
続
く

と
考
え
ら
れ
、
根
本
的
、
か
つ
早
急
な

対
策
が
必
要
だ
が
考
え
は

答
消
防
団
の
団
員
不
足
に
つ
い
て

は
以
前
か
ら
一
般
質
問
を
い
た

だ
き
、こ
れ
ま
で
「
消
防
団
応
援
の
店
」

登
録
制
度
や
「
消
防
団
協
力
事
業
所
」

認
定
制
度
な
ど
に
よ
り
、
団
員
と
家
族

及
び
団
員
勤
務
先
事
業
所
が
、
メ
リ
ッ

ト
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
事
業
を
推
進

し
、
団
員
不
足
解
消
へ
と
努
め
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
、
30
年
度
に
は
、
旧
浜
岡
地

区
の
半
数
以
上
の
分
団
が
前
年
度
に
引

き
続
き
欠
員
と
な
り
、
ま
た
旧
御
前
崎

地
区
に
お
い
て
も
、
新
た
に
1
つ
の
分

団
に
欠
員
が
生
じ
る
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

少
子
化
が
進
行
す
る
中
で
社
会
環
境

の
変
化
は
著
し
く
、
若
い
世
代
の
人
口

減
少
が
進
む
こ
と
か
ら
、
現
状
の
消
防

団
編
成
を
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

り
、
抜
本
的
な
組
織
検
討
の
必
要
性
に

迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
で
に
、
30
年
度
当
初
よ
り
消
防
団

本
部
・
分
団
役
員
を
中
心
に
検
討
協
議

を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
大
地
震
や
水
害

な
ど
大
規
模
災
害
へ
の
広
域
的
対
応
を

踏
ま
え
つ
つ
、
消
防
団
組
織
だ
け
の
問

題
と
し
て
で
は
な
く
、
町
内
会
地
域
住

民
に
も
共
通
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
た

だ
き
、
今
後
の
消
防
団
の
あ
り
方
及
び

編
成
に
つ
い
て
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
見
直
し
、
研
究
を
重
ね
、
消
防

団
運
営
及
び
地
域
防
災
力
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
の
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

一般質問

植田浩之

消
防
団
に
つ
い
て

・


